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日本の都市デジタルツイン実現プロジェクト
「PLATEAU（プラトー）」

～現場業務の働き方改革への期待～
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都市デジタルツインにより

社会に新たな価値をもたらす /地域の課題を解決する

P r o j e c t P L AT E A Uは、デジタル技術により「豊かな生活、多様な暮らし方・働き方を支
える「人間中心のまちづくり」の実現をめざす「まちづくりD X」のデジタル・インフラ
としての役割を果たすことを目指し、
我が国初の都市デジタルツイン / S o c i e t y  5 . 0の実装モデル「 3 D都市モデル」の整備・活
用・オープンデータ化に取り組みます。

P r o j e c t M i s s i o n

5



Copyright © 2022 by MLIT. All rights reserved.

データ整備の高度化・効率化

3D都市モデルのデータ整備・更新を
推進するため、
標準データモデルの拡張や
データ整備手法の効率化等を進めま
す。

ユースケースのベストプラクティス創出

3D都市モデルを活用した
社会課題の解決や新たな価値創出を
実現する
ソリューション開発を進めます。

オープン・イノベーション創出

オープンデータとして提供される3D
都市モデルを活用した
オープン・イノベーションの創出を
推進します。

地域の社会実装

地方公共団体のイニシアティブ
による、
3D都市モデルのデータ・カバレッジ
拡大とユースケースの社会実装を
推進します。

Project PLATEAU（プラトー）は、

都市デジタルツインの社会実装を目指し、

国土交通省が地方公共団体や民間企業、地域コミュニティなどと連携して進めるプロジェクトです。

01 02 03 04
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3D都市モデルの「使い勝手の向上」「整備コストの低減」 「データ連携性・流通性の向上」などを図るため、標準データモデルの拡張や最新技術を取り込ん
だデータ整備手法の開発などを行い、3D都市モデルのデータ整備・更新の高度化・効率化を進める。

Project Scope

01 データ整備の高度化・効率化

標準データモデルの拡張

都市デジタルツインの表現力を高め、更に多様な分野での活用を可
能とするため、「３D都市モデル標準製品仕様書」や「３D都市モデル
標準作業手順書」等の拡張を実施。

データ整備手法の効率化

AI等の技術を活用した自動生成技術の開発や既存資料等を活用した
3D都市モデルの効率的な更新手法の開発等の3D都市モデルの
データ整備コストを低減させるための施策を実施。

データ連携性・流通性の向上

空間ID（4次元時空間ID）や不動産ID、BIMモデル等の地理空間情
報等との連携性を高めるための連携仕様の策定やコンバータの開発
等を実施。
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3D都市モデルを活用した社会課題の解決や新たな価値創出を実現するため、民間企業、スタートアップ、大学・研究機関、地方公共団体等と座組を組成し、
様々な分野におけるソリューション開発PoCを実施。その成果をドキュメントやOSSで公開することで、ユースケースの社会実装を促進。

Project Scope

02 ユースケースのベストプラクティス創出

先進的なユースケース開発

GIS、シミュレーション、衛星、XR、メタバース、モビリティ等の先進的
な技術分野と連携し、新たな課題解決をもたらすユースケースのベス
トプラクティスを創出するためのPoCを実施。

開発ナレッジの公開

国や民間企業など、様々な主体が開発したユースケース開発に関す
るナレッジを収集し、ドキュメントやOSSとして公開することで、参入
障壁を低減。

民間サービスの事業化支援

3D都市モデルを活用した新たなソリューション開発のシーズを有す
る企業を掘り起こし、サービス実装に向けた自治体やVC・CVCとの
マッチングを支援。
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オープンデータとして提供される3D都市モデルを活用したオープン・イノベーションの創出を推進するため、コミュニティ形成、地方公共団体等のデジタ
ル・ケイパビリティ強化施策、情報発信、開発者支援ツールの開発等を実施。

Project Scope

03 オープン・イノベーション創出

コミュニティ形成

アプリコンテスト、ハッカソン、ピッチイベント、ハンズオン、アクセラ
レーションプログラムなど、PLATEAUに参画する技術者、市民、企
業等のコミュニティ形成を促進。

デジタル・ケイパビリティの強化

デジタル人材の育成プログラムの開発など、3D都市モデルをはじめ
とするデータ活用やデジタル・トランスフォーメーションを推進するた
めの官民のデジタル・ケイパビリティを強化施策を実施。

ムーブメント惹起

Project PLATEAUの情報発信やメディアコンテンツ造成などを通
じ、多様な領域におけるPLATEAUの有用性をPRし、PLATEAU参
画へのムーブメントを惹起。
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3D都市モデルのデータ・カバレッジ拡大とユースケースの社会実装を推進するため、主体となる地方公共団体に対する財政支援や技術支援、官民のニーズ・
シーズのマッチング支援等を実施。

Project Scope

04 地域の社会実装

財政支援の実施

都市空間情報デジタル基盤構築支援事業（PLATEAU補助金）を活
用した地方公共団体における3D都市モデルの整備・活用・オープン
データ化を支援。

技術支援の実施

地方公共団体内部の案件組成・承認プロセスを支援するためのマテリ
アル（事例集等）の提供や受託可能企業を拡大するための測量業界と
連携した技術研修等を実施。

ニーズ・シーズのマッチング支援

3D都市モデルを活用した地域課題の解決ニーズを持つ自治体と、
3D都市モデルを活用したソリューション提供シーズを持つ企業等と
のマッチングを支援し、案件化を促進。
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データ整備の高度化・効率化

3D都市モデルのデータ整備・更新を
推進するため、
標準データモデルの拡張や
データ整備手法の効率化等を進めま
す。

ユースケースのベストプラクティス創出

3D都市モデルを活用した
社会課題の解決や新たな価値創出を
実現する
ソリューション開発を進めます。

オープン・イノベーション創出

オープンデータとして提供される3D
都市モデルを活用した
オープン・イノベーションの創出を
推進します。

地域の社会実装

地方公共団体のイニシアティブ
による、
3D都市モデルのデータ・カバレッジ
拡大とユースケースの社会実装を
推進します。

Project PLATEAU（プラトー）は、

都市デジタルツインの社会実装を目指し、

国土交通省が地方公共団体や民間企業、地域コミュニティなどと連携して進めるプロジェクトです。

01 02 03 04
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ユースケースの社会実装

FY2024のProject PLATEAUでは、国土交通省都市局の事業のほか、内閣府CSTIが提供する「SBIR（中小企業技術革新制度）」及び
「BRIDGE（研究開発と Society 5.0 との橋渡しプログラム）」を活用し、社会実装とイノベーション創出/研究開発の両面から事業を推進する。

R6 プロジェクト推進体制

プロジェクト・ディレクション
国土交通省都市局 デジタル情報活用推進室 （PLATEAU PT）

産学官連携プラットフォームの構築

国際展開

産学官のPLATEAUエコシステム構築のた
めのプラットフォーム構築・運営

データ・カバレッジ拡大

3D都市モデルの価値を向上させるため
のプロジェクト

3D都市モデルのソリューションを社会実
装するためのプロジェクト

UC開発

太陽光発電シミュレータ

地下街ナビゲーション

XRまちづくり

避難シミュレータ

地下埋設物活用

開発許可DX v3.0

公園管理DX v2

コミュニティ形成

PLATEAUを支える産学官コミュニティ
を醸成するためのプロジェクト

PLATEAU AWARD

PLATEAU Hack 
Challenge

大学連携イベント

地域連携イベント

PLATEAU Advocates

コミュニティ形成

オープン・イノベーション創出

オープンデータの価値を引き出しイノベー
ションを創出するためのプロジェクト

地域の社会実装

地方公共団体主導による社会実装を推進
するためのプロジェクト

マッチングイベント（自治体）

オープンデータ化支援

地方自治体向け研修

事業参画：XX団体

新規整備XX/更新拡充YY

ユースケース開発XX件

開発許可/太陽光発電Sim/
災害廃棄物推定Sys…

PLATEAU補助事業支援

自治体業務への実装支援

エコシステム形成
プロジェクト・マネジメント支援

国土交通データ連携調査

PLATEAU国際展開のための調査、国際会
議の招へい・出席、国際展示会への出展

国土交通分野の様々なオープンデータとの
連携や都市局外での活用に関する調査

※主なプロジェクトを抜粋。発注単位と必ずしも一致しない。

標準仕様の拡張

データ作成実証

SBIR

自動作成ツール開発

BRIDGE

自動生成ツール開発

SBIR高精度テクスチャ
生成ツール開発

SBIR高精度デジタルツイン
生成システム

PLATEAUアカデミー
（測量技術研修）

BIM連携調査

群衆シミュレーション

地区防災計画

都市構造評価ツール

タンジブルインターフェース

シームレス物流

歩行支援ナビ

商業施設立地交通sim

高精度観光動態データ

市民参加型XR

ドローン管制システム

太陽光発電ポテンシャル推計

細萱

情報発信事業

PLATEAUサミット

ユーザーズサミット

PLATEAU VIEW機能改修

PLATEAU SDK 3.0開発

BRIDGE

PLATEAU Builder開発

BRIDGE

PLATEAU Converter開発

PLATEAU Flow開発

SBIR

WebGISエンジン開発

マッチングイベント（産業/学術）

技術チュートリアル
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P L A T E A U  P r o j e c t P a r t n e r s

https://www.mlit.go.jp/plateau/about/

Project PLATEAUは、産学官の幅広い分野の専門家たちとフラットかつ横断的に協業しています。
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整備都市リスト

■令和５年度末までに約200都市（市町村）を整備。令和６年度末には約250都市となる見込み（赤字はR6新規整備予定）。
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PLATEAU補助ー都市空間情報デジタル基盤構築支援事業

令和５年度採択団体・活用事業一覧

※早期実装タイプとして採択
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地方公共団体のプロジェクト（全57件・約80都市）
2 0 2 4 F Y  P r o j e c t P L A T E A U

ユースケース開発の経過や結果はウェブサイト上で随時レポートしていきます。

https://www.mlit.go.jp/plateau/

カテゴリー 自治体名 主な活用目的・活用事業（計画） カテゴリー 自治体名 主な活用目的・活用事業（計画）
盛岡市 3D都市モデルを活用した水災害リスク可視化事業 宮古市 3D都市モデルを活用したまちづくり都市計画立案への活用事業
大館市※ 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化事業 仙台市 中心部まちづくり方針の意見聴取及び合意形成
福島市 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化事業 宇都宮市 3D都市モデルを活用したまちづくりシミュレーション
埼玉県 3Dハザードマップの作成と公開 前橋市 3D都市モデルを活用したデジタルツイン環境構築事業
東京都 デジタルツインを活用した水害シミュレーション 熊谷市 3D都市モデルを活用したまちづくり可視化事業
板橋区 3D都市モデルを活用した延焼シミュレーション 千葉市 3D都市モデルを活用した千葉駅周辺の活性化事業
東村山市 前川氾濫解析３Ｄ可視化事業 中央区 3D都市モデルを活用したにぎわい創出方策の検討・可視化
相模原市 3D都市モデルを活用した延焼シミュレーターの高度化 台東区 3D都市モデルを活用したまちづくり・施策検討
岐阜市 3D都市モデルを活用した内水浸水対策検討及び効果の可視化事業 八王子市※ 3D都市モデルを活用した市民意見の収集と見える化
静岡県 砂防施設の堆砂状況の分析・可視化事業 鎌倉市 3D都市モデルを活用した都市マスタープラン改定事業
伊勢市※ 3D都市モデルを活用した水害リスクの可視化及び時系列浸水シミュレーション 安曇野市 3D都市モデルを活用した都市計画等情報マップ作成事業
滋賀県※ 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化事業 大垣市※ 3D都市モデルを活用したウォーカブルな歩行空間の形成事業
河内長野市 災害リスク・避難路の可視化及び災害発災時の被災状況の共有 豊橋市 熱環境と人流データの可視化・分析事業
東大阪市 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化事業 京都市 3D都市モデル活用推進プラットフォーム整備
和歌山市 3D都市モデルを活用した通学路交通安全プログラムの高度化事業 池田市 3D都市モデルを活用した駅前再整備ビジョンの可視化事業
米子市 観音寺地区における浸水区域の可視化及び避難ルートの検討 松江市 3D都市モデルを活用したまちづくり関連施策検討事業
隠岐の島町※ 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化、防災教育活用事業 益田市※ 3D都市モデルを活用した人流情報活用事業
海田町※ 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化事業 岡山市 3D都市モデル×3Dビューワによる街の可視化事業
いの町※ 時系列浸水シミュレーションデータ・土石流シミュレーションの作成 倉敷市※ 景観まちづくりDX
福岡市 3D都市モデルを活用したハザードマップの3D化 竹原市※ 公共施設ゾーン再整備検討事業
鳥栖市 3D都市モデルを活用した災害リスク（洪水ハザード）可視化事業 周南市 3D都市モデルを活用した都市計画情報可視化事業
波佐見町 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化事業 さぬき市 3D都市モデルを活用した都市構造の可視化事業
玉名市 3D都市モデルを活用した土砂災害リスク対応策の構築 東温市 地区開発シミュレーションを活用したまちづくり都市計画立案への活用
狛江市 3D都市モデルを活用太陽光発電ポテンシャル分析事業 古賀市 3D都市モデルを活用した交通解析利活用事業
高岡市 太陽光発電の可視化によるカーボンニュートラルの推進 うきは市 3D都市モデルを活用した景観保存・整備事業
大阪市 業務ビルにおけるCO2削減シミュレーション 松浦市※ 3D都市モデルを活用した都市計画情報の可視化事業
さいたま市 マインクラフトワールドデータ作成及びコンテスト開催 南さつま市※ 3D都市モデルを活用したまちづくりの都市計画立案への活用事業
広島県※ 3D都市モデルを活用した賑わい創出 四日市市 3D都市モデルを活用した埋蔵文化財の可視化事業

堺市 3D都市モデルを活用した盛土等現地調査管理の効率化
※早期実装タイプとして採択。

防災・防犯

環境・
エネルギー

地域活性化・
観光・
コンテンツ

都市計画・
まちづくり

その他
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データ・カバレッジの拡大

地方公共団体区分

新規/更新割合

FY2020

FY2021

FY2022

新規78都市・100%

新規3都市・50%
更新3都市・50%

新規72都市・82%
更新16都市・18%

都道府県/市町村の別

政令指定都市
17

中核市
29

一般
138

FY2023 補助事業

都道府県
4

市町村
45

特例市
11

FY2023
新規６５都市・46%
更新77都市・54%

特別区
23

総整備建物棟数

総整備面積

整備範囲の
人口カバー率約5割

※46.6%

約2,000万棟

約29,000km2

新規整備主体
新規直轄

5都市・7.7%

新規自治体
60都市・92.3%

新規直轄
56都市・100%

FY2023FY2020

新規直轄
15都市・22.1%

新規自治体
53都市・77.9%

FY2022
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PL ATEAU V IEW PLATEAU VIEW 3.0 (mlit.go.jp)
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我が国初のデジタルツイン実装モデル

PLATEAUのデータが提供する価値

高品質 オープンデータ 構造化

標準データモデルによ
る正規化、品質管理

オープンフォーマットの
採用、オープンコミュニ
ティの充実

三次元地図としての
LOD定義、属性情報の
保持
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標準化による品質の担保、開発ナレッジのシェア

国土交通省が定める「３D都市モデル標準製品仕様書」に基づき
標準化された仕様、品質、メタデータ等を全国で利用可能

21

02. 3D都市モデルの価値

02-1. 高品質：都市スケールの三次元「地図」

位置正確度が担保された「地図」

測量法に基づく「公共測量」の成果物として作成される「地図」
データであるため、精度管理された座標値を持つ

都市スケールのデータ

市区町村（又は市街化区域）の全域で提供される、カバレッジの
高いデータとして利用可能

品質管理された三次元地図という

これまでにない新しいデータを提供
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02. 3D都市モデルの価値

「3D都市モデル標準製品仕様書」のリリース

- 2021年3月に日本初の3D都市モデルの標準データモデルとして「3D都市モデル標準製品
仕様書」を策定。2022年3月には 第2.0版をリリース。

- 標準データモデルを定めることにより、日本における3D都市モデルの仕様、規格、品質
等のルールを統一。

- これにより、ソフトウェア対応の効率化、開発ナレッジの共有、データ間連携の容易性が
図られるなど、3D都市モデルを誰にとっても安定的で利用しやすいオープンなデータと
することができる。

標準データモデルの策定

- PLATEAUの標準データモデ
ルには国際標準化団体OGC
が策定したオープンフォー
マットである「CityGML
2.0」を採用。

- ベンダーフリーの規格とする
ことで、自由な利用を担保。

国際標準規格に準拠

- 3D都市モデルのカバレッジ拡大に伴い、
利便性の向上を図るため2021年3月に
HTML版をリリース。

HTML版もリリース

https://www.mlit.go.jp/plateaudocum
ent/
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02. 3D都市モデルの価値

「3D都市モデル標準製品仕様書」の内容

- 第1.0版では建築物LOD0-2、道路LOD1、土地利用LOD1、地形LOD1、災害リ
スクLOD1、都市計画決定情報LOD1などの基本的なセットを対象に標準化。

- 第2.0版では3D都市モデルが再現できる地物の範囲を拡大。建築物LOD3、道路
LOD2-3、都市設備、植生など発展的なモデルを標準化。

- 第3.0版では建築物LOD4や、橋梁、トンネル、堤防等の土木構造物、水部、地
下構造物等の標準化を実施し、デジタルツインの社会実装を目指している。

標準化の範囲

第2.0版
LOD3LOD2LOD1LOD0対象地物

●●●●建築物

●●●道路

●土地利用

●●●地形

●災害リスク

●●●都市設備

●●●植生

●都市計画決定情報
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02. 3D都市モデルの価値

3D都市モデルの地物（第2.0版）

建築物-Building

道路-Transportation(Road)

LOD0 LOD1 LOD3LOD2

LOD0 LOD1 LOD3LOD2

都市設備-CityFurniture

LOD1 LOD3LOD2

植生-Vegetation

LOD1 LOD3LOD2

土地利用

LOD1 LOD1

災害リスク 地形 都市計画

LOD1LOD1
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オープンフォーマット

PLATEAUの標準規格としてオープンフォーマットかつ三次元
地理空間情報の国際標準規格であるCityGML2.0を採用。
オープンライセンスとしてCC BY4.0等を採用。

25

02. 3D都市モデルの価値

オープンなフォーマット、ライセンス、コミュニティ

開発者向けツールの充実

国内外の技術者と連携し、CityGMLに関する様々なナレッジ
を集約。豊富な開発者向けツールをOSSとして提供。

コミュニティの成長

PLATEAUのデータを利用する開発者コミュニティを育成。我
が国における開発ケイパビリティを向上。

誰もが開発にコミット可能なコモン・データを提供
することで、オープン・イノベーションを創出。
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※一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会と技術協力協定を締結。
※国土交通データプラットフォームとも連携してデータを提供

オープンデータ化の推進

- 一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会（AIGID）が運用す
る「G空間情報センター」において、これまで整備した全国約200
都市（約2.9万km2）の3D都市モデルのオープンデータ化。

- 政府標準利用規約、CC BY 4.0等のオープンライセンスを採用し、

二次利用、二次加工、商用利用等を可能とすることで、各分野
におけるオープンイノベーションを促進。

オープンデータ化の推進

https://www.mlit.go.jp/plateau/open-data/
https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau

2020年度のデータ公開以降、
「G空間情報センター」で人気の
データセットとしてランクインして
いる。

02. 3D都市モデルの価値
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02. 3D都市モデルの価値

三次元都市空間情報のグローバルスタンダードである「CityGML 2.0」を国内標準として採用

- CityGML2.0は、産・官・学の様々な機関から構成される地理空間情報に関する国
際標準化団体「Open Geospatial Consortium（OGC）」により策定された、３次元都市

空間を記述するためのデータ交換フォーマット。この技術により、セマンティクス
（意味情報）とジオメトリ（幾何形状）を統合した都市デジタルツインを実現してい
る。

- CityGMLは、3D都市モデル(3D City Models)を表現・交換・保存するための概念モデ

ルとデータフォーマットを定めており、都市を構成する基本的な地物、基本的な特
性、データ構造などを定義。地物として、建築物（Building）、土地利用（LandUse）、
道路（Road）などがあり、特性としては幾何形状（立体、面など）や主題属性（名前
や種類など）が定められる。

- CityGMLは、地理空間情報に特化したXMLフォーマットであるGML（Geography 
Markup Language）を拡張したサブセットとして定義されており、多様なフォーマッ
トとのデータ連携を可能としている。

国際標準規格「CityGML 2.0」

グローバルスタンダー
ド

マルチスケーリング

厳密性と拡張性

発展性

オープンフォーマット

国際標準であり、既に様々なベンダーのソフトウェアが
CityGMLに対応済み。開発環境が充実。

LOD （Levels of Details）＝詳細度の概念を持ち、一つのオ
ブジェクトが複数の段階の幾何形状を保持。目的に応じ
た最適なパフォーマンスでの利用が可能。

都市空間情報の記述ルールを厳密に定義することでソフ
トウェア対応を効率化させるとともに、拡張ルール自体
をルール化することにより容易に情報追加が可能。

BIM（Building Information Modeling）の国際標準であるIFC(Industry 

Foundation Classes）と整合的なデータ構造となっており、屋内
のモデルとの連携が可能。

仕様の中立性が確保されたテキスト形式のデータであり、
GISツールなど特定のアプリケーションに依存せず可視化、
編集、管理等が可能。

CityGMLの優位性

CityGMLはOGC及びISO / TC211で採択。実
装仕様はOGC Technical Committee (TC)
Standards Working Groups (SWG) CityGML
SWGで議論されている。なお、同SWGの副
議長は日本人が務めている（2023年5月末
現在） 。
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02. 3D都市モデルの価値

諸外国で採用される３D都市モデル（CityGML）

Berlin Economic Atlas
Jaipur 3D City

Virtual RennesNYC3D model
Virtual Pasadena

3D Montreal

Virtual Singapore

Helsinki 3D+
Adelaide
American cities
Austin
Berlin
Bogotá
Bordeaux
Boston
Brussels
Cambridge
Dresden

Espoo
Estonia
Fredericton
Greater Geelong
Hamburg
Helsinki
Ingolstadt (by research project)
Zürich

Ingolstadt (by research project)
Japan (PLATEAU)
Linz
Luxembourg
Lyon
Montréal
Namur
Netherlands 3D BAG
New York City (by DoITT)
New York City (by TUM)
North Rhine-Westphalia (state)
Philadelphia
Potsdam
Poznań
Rotterdam
San Francisco
Singapore
The Hague
Toronto
Vancouver
Vantaa
Various CityJSON datasets
Vienna
Zürich

Binyu Leia , Rudi Stouffsa and Filip Biljeckia,b, 2022, Assessing and 
benchmarking 3D city models, INTERNATIONAL JOURNAL OF 
GEOGRAPHICAL INFORMATION SCIENCE

Cities/regions around the world with open datasets

Rotterdam 3D
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リッチなデータを規則的に格納可能なCityGMLは都市空間情報の中間フォーマットとしての価値を有する。
PLATEAUの標準仕様に基づき、各利用者が「使いやすいフォーマット」に変換した上で利用することが可能。

標準化されたオープンフォーマットで記述されているため、誰
でも自由にパーサ開発が可能

02. 3D都市モデルの価値

中間フォーマットとしてのCityGML
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各種データ形式への変換ツールが官民の様々なプレイヤーによって開発されている

https://github.com/Project-
PLATEAU/Data-Conversion-
Manual-for-3D-City-Model

https://www.mlit.go.jp/pla
teau/libraries/

（公式）FMEを利用した変換マニュアル＆スクリプトの配布＆利
用ナレッジの普及（OBJ、FBX、Datasmith、IFC）

（公式）ゲームエンジン用SDKの開発（PLATEAU SDK for Unity/UE）

東京都 CityJSON エンジニアコミュニティで開発されている様々な変換ツール

tokyo-digitaltwin / citygml-tools
https://github.com/tokyo-
digitaltwin/citygml-tools

Wakufactory / gmlexp
https://github.com/waku
factory/gmlexp

ft-lab / omniverse_sample_scripts
https://github.com/ft-
lab/omniverse_sample_scripts/tree/ma
in/PLATEAU

AcculusSasao/plateaupy
https://github.com/Acculus
Sasao/plateaupy

Ksasao / PlateauCityGmlSharp
https://github.com/ksasao/Plat
eauCityGmlSharp

Unity Japan Technologies社によるチュー
トリアル＆軽量化サービス提供

地図GUIからデータセット選択、ウェブサーバからシーンへの動的ロード、結合単位・メッ
シュ単位・地物単位の選択、セマンティクス保持、FBX、gLTF、OBJによるエクスポート

ESRIジャパン FGDB

EsriJapan / 3D-CityModel-ConversionTools-for-
ArcGIS
https://github.com/EsriJapan/3D-CityModel-
ConversionTools-for-ArcGIS

02. 3D都市モデルの価値
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マルチスケール

LOD（Level of Detail）の概念を導入することで、利用シーン
に応じてモデルの再現性を任意の設定可能。

31

02. 3D都市モデルの価値

構造化：デジタルツイン実装モデルとしてのリッチな情報を保持

セマンティクス

地物、空間属性、主題属性がパッケージされたデータとして整備
されており、都市空間の「意味」そのものを機械判読可能。

スケーラビリティ

都市計画基本図、航空測量成果、都市計画基礎調査など自治体
が恒常的に取得する情報を「再利用」することでリッチかつス
ケーラビリティの高いデータを提供。

現実空間の情報をそのまま再現する

デジタルツイン・データを提供
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- CityGMLはLOD （Levels of Details）＝詳細度概念を有しており、一つのオブジェクト
が複数の段階の幾何形状を統合して保持可能。

- この技術により、大スケールで大量のデータを解析するときはLOD1を、小スケー
ルで詳細な解析を行うときはLOD3を用いるといった、利用目的に応じたLODを選
択可能となり、パフォーマンスを最適化することができる。

LOD概念の導入

地物

幾何形状（LOD1）

属性

幾何形状（LOD2）

幾何形状（LOD3）

幾何形状（LOD4）

幾何形状（LOD0）

02. 3D都市モデルの価値

マルチスケールなデータ構造
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３D都市モデルのデータ特性

GoogleEarth CityGML

何が違う？
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３D都市モデルのデータ特性

GoogleEarth CityGML

何が違う？

Wall Surface

Roof Surface

Building Solid

Station

GeometorySemantics

・・・

Solid

Polygon Polygon Composite Suface

Composite Solid

Polygon Polygon

Solid

・・・

Polygon

Building Part

Roof surface Wall surface ・・・

Housing

Door Window

Building Part

・・・

Building installation

Multi Surface

Polygon Polygon Polygon Polygon ・・・

GeometorySemantics
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3D都市モデルはメッシュが結合した単なるCGデータではなく、都市空間の「意味」を表現する構造化データです。
例えば、LOD2建築物モデルでは、「屋根」や「壁面」、「床」といったオブジェクトが区別されて定義されていま
す。さらに、その建築物が「何なのか」といった情報（用途や構造、建築年など）が主題属性としてコーディング
されています。
この特性を利用することで、特定のオブジェクトだけを編集・加工することや、特定の属性情報を持つオブジェク
トを抽出することなど、現実の都市空間と関連付ける形での開発が可能になります。

35

構造化されたデジタルツイン実装モデル

構造化されていないメッシュデータ 建築物LOD3はドアや窓が構造化 建築物や土地に関する様々な属性情報が付加

02. 3D都市モデルの価値
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都市計画のために作成されている「都市計画基本図」等の都市の図形情報（都市計画GIS)と航空測量等
によって取得される建物・地形の高さや建物の形状情報を掛け合わせ、建物等の3次元モデルを作成。
建物に都市計画基礎調査等によって取得された属性情報（都市空間の意味情報）を付加して3D都市モデ
ルを構築。
従来から行政機関が保有している既存資源を活用することで、安価でスケーラブルなデータ整備スキームを確立。

36

3D都市モデルの整備

スケーラブルなデータ整備スキームの確立

都市計画基本図＝基盤地図情報
市町村等が整備する２次元地図。

国土地理院に提供される。

航空測量成果
市町村等によって実施される公共測量。
建物高さ・形状等の3次元情報を取得。

都市計画基礎調査情報等
市町村等によって実施される法定調査。

建物や土地の現況情報をGISで取得。

PLATEAUが利用する元データ「3点セット」
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LOD1 LOD2 LOD3

- 市街地など、都市計画の更なる高
度化を目指す場合に使用される
3D都市モデル

- テクスチャは航空写真を利用

- 高度なユースケースに特化した
場合に使用される3D都市モデル

- テクスチャはMMS画像および手
持ちカメラ画像を利用した例
屋上などは航空写真を利用

- 基本となる3D都市モデル

参考

3D都市モデル LOD比較
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BIM連携

3D都市モデルとBIMモデルの統合

- PLATEAUの3D都市モデルは基本的には航空測量に基

づく都市スケールの「屋外情報」を対象とするものだ
が、利用用途によっては、建築物の屋内情報を含む詳
細なモデルが必要となる。

- このため、3D都市モデル（CityGML2.0）では、BIMモデ
ルの国際標準であるIFC2x3と互換性を有する建築物
モデルLOD4の標準データモデルを用意し、GISとBIMの
データ連携を可能としている。

- PLATEAUでは、この技術を活用し、世界初となる建築
物モデルLOD4の実装標準を定めるとともに、BIMモデ

ルのデータ連携仕様、情報交換要件、コンバータを開
発。

- これにより、我が国では都市スケールの3D都市モデル

に屋内情報を統合したモデルを作成可能となってい
る。

地理空間情報（GIS）と設計情報（BIM）の統合

38
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BIM連携

BIM連携により屋内外のシームレスなソリューション開発が可能に

都市の中での公共空間や避難空間、移動動線の可視化 周辺建物の影響を考慮した屋内光環境シミュレーション

複数建物を横断する人流のシミュレーション 屋内からの見通し解析

活用事例 モデル変換ガイド

• BIMソフトでの位置情報データの付与手順
• 変換元となるIFCファイルの作成と出力
• IFCからCityGMLへのデータ変換
• LOD4建物モデルを3D都市モデルに統合

データ変換ツールの利用手順

BIMソフトでの位置情報データの付与手順

39
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まちづくり

都市開発や都市計画、エリマネのプ
ランニングやシミュレーション、合意
形成、まちづくりアプリなどに活用

防災・防犯

災害リスクの可視化、災害シミュレー
ション、防災計画の立案、避難経路ア
プリ、防災ワークショップなどに活用

地域活性化・観光

メタバース空間の作成、XR観光コン
テンツの造成、観光ガイドアプリ、広
告効果シミュレーションなどに活用

モビリティ・ロボティクス

市民参加・教育 環境・エネルギー インフラ管理 デジタルツイン技術

自動運転車両や自律飛行ドローンの
マップ、オペレーションシステム、最適
ルート探索などに活用

市民参加型のまちづくりや地域活動
を支援するXRツールやダッシュボー
ド、まつづくり体験アプリなどに活用

太陽光発電やヒートアイランド、通風
などのシミュレーション、エリアのエ
ネルギーマネジメントなどに活用

建築物や公園などのインフラ管理
ツールや老朽化予測シミュレーション、
IoTデータ管理などに活用

点群等のセンシングデータのセグメ
ンテーション、モデリング技術やBIM
等との統合技術の開発

03. ユースケース紹介

官民の多様な分野でデジタルツインを活用したソリューションを創出
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03. ユースケース紹介

データ整備とユースケース開発の並走によるエコシステム構築

42

データ整備と同時にユースケース開発を進行。様々

な領域においてプロダクトを生産し、3D都市モデル

の活用ポテンシャルを引き出す。

民間領域における活用と公共領域における
データ整備のサイクルを構築。

データ整備と同時にユースケース開発を進行。様々

な領域においてプロダクトを生産し、3D都市モデル

の活用ポテンシャルを引き出す。

民間領域における活用と公共領域における
データ整備のサイクルを構築。

「３D都市モデル」の特徴「３D都市モデル」の特徴「３D都市モデル」の特徴

3 D 都 市 モ デ ル

ビジュアライズ(視覚性)
都市空間を立体的に認識可能と
なり、説明力や説得力が向上

シミュレーション(再現性)
立体情報を持った都市空間をサイ
バー上の再現することで、幅広い/
精密なシミュレーションが可能

インタラクティブ(双方向性)
フィジカル空間とサイバー空間
が相互に情報を交換し、作用し
合うためのプラットフォームを
提供
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R6.4
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FY2022 Project PLATEAU

ARを活用した災害リスク可視化ツール

時系列で変化する浸水範囲に応じた避難ルートの検索システムとARアプリケーションを開発。地域の水害リスク及びそ
れに応じた避難行動の重要性の理解を通し、防災に対する住民の意識向上を促す。

実施事業者：株式会社福山コンサルタント

実施場所 ：東京都板橋区 舟渡 / 新河岸 / 高島平地域

https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-026/

時系列の浸水深及び避難を開始するタイミングに応じた避難
ルートを3D都市モデル上で表現し、水害範囲の拡大により避
難行動が限定される様子を三次元的に可視化。さらに、これを
ARアプリケーションで可視化し、住民の防災訓練等で活用する
ことで、住民の水害に対する意識の啓発や避難行動の変容を促
進する。

時系列の浸水3Dポリゴンを構築し、Re:Earth＋Cesiumか
ら構成される3D-WebGIS上に表示。OpenStreetMapと
pgRoutingを用いて目的地までの最短経路の検索を行う
API機能を実装。ユーザーは、Re:Earth上で現在地を指定す
ることでパーソナルな避難ルートを生成することができる。AR
アプリでは、浸水高さをUnity空間上で生成した浸水の3Dポ
リゴンに付与することで、AR空間上で浸水深の表現を行った。



Copyright © 2021 by MLIT. All rights reserved. 45

FY2022 Project PLATEAU

防災エリアマネジメントDX

3D都市モデルを活用した人流シミュレーション環境を構築。防災を切り口にエリアマネジメントのDXを目指す。

実施事業者：株式会社構造計画研究所、大成建設株式会社

実施場所 ：東京都新宿区 西新宿地区

https://www.mlit.go.jp/plateau/new-service/4-020/

品川駅北周辺地区のBIM、CAD、3D都市モデルを統合した屋
内外モデルを活用し、1万人規模の大規模誘導・避難シミュレー
ション環境を整備。災害時の潜在的リスクや、これに対応するた
めに必要な避難計画を三次元的に可視化。

その成果を活用し、都市再生安全確保計画（官民連携によるエリ
アの防災計画）の更新に向けた避難のプランニングや合意形成
の支援を行う。

これらの取組みを通じて、災害リスクの共有や合意形成コストの
軽減といった観点から3D都市モデルを利用したエリアマネジメ
ント活動の有効性を検証する。
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ドローンを用いたインフラ管理システム （UC23-20/レポート）

開発：株式会社トラジェクトリー 撮影協力：えちごトキめき鉄道株式会社

Point

動画（開発システム）
（60s以内にサマリーしたものをMP4形式で出力しPPT内に張り

付けること）
17.78m*10cmを変更しないこと

画像（開発システム）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

画像（実証風景）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

スコープ

3D都市モデル（鉄道モデル、都市設備モデル等）を活用
し、点検ドローンの撮影対象の指定・ルート生成システム
や取得画像を管理する台帳システムを開発。

ドローン飛行の安全性担保のため、3D都市モデルから
算出した空間リスクと鉄道車両の近接による動的リスク
を考慮した動的なルート生成システムを開発。

ソリューション

ルート生成やリスク回避、取得画像の管理など各プロセ
スを自動化することで、操縦者のスキルに依らない安全
安心の担保、現場作業の身体的負荷の軽減、危険が伴う
高所作業の削減、作業計画策定の効率化を実現。

撮影写真を施設ごとに管理可能とすることで、異常の有
無の記録や時間経過による変化の確認を支援。

インフラ管理

3D都市モデル（鉄道モデル）を活用したドローンによる鉄
道施設の保守・点検システムを開発。動的な回避システム
などを実装し、安全な飛行ルートの作成を支援。

線路横断を伴うドローン飛行の安全性を担保し、ドローン
を用いた鉄道施設の効率的な点検業務を実現。

46
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公園管理のDX （UC23-21/レポート）

開発：Pacific Spatial Solutions 株式会社、国際航業株式会社 協力:国営越後丘陵公園（長岡市）

3D都市モデルを活用して公園管理用のリレーショナル
データベースマネジメントシステム(RDBMS)を構築し、
公園管理に必要な情報を一元化。

日常点検モバイルアプリと電子台帳機能をもつ管理ウェブ
アプリを開発し、点検等の公園管理業務を効率化・高度化。

Point

スコープ

公園管理用の標準仕様を定めてRDBMSを構築し、施
設の位置、ボリューム、施設ID、施設現況、施設ごとの管
理方針、点検実績等を統合管理するシステムを開発。

クラウド上で公園施設の３D都市モデル単位または任意
の位置情報に紐付く写真や音声、音声解析メモを共有で
きる機能を開発。

インフラ管理

ソリューション

紙媒体やバラバラに管理されている公園管理資料を3D
都市モデルの標準化されたデータモデルを用いて統合
することで、電子管理台帳を実現。

点検アプリと組み合わせることで、日常点検における対
応方針・点検記録の共有や施設管理者による適切な方
針検討等を支援。データに基づく「公園施設長寿命化計
画」の執行を実現。

47
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都市高速道路管理の効率化 （UC23-22/レポート）

開発：朝日航洋株式会社、ローカスブルー株式会社 協力:DataLabs株式会社

高密度点群データから高速道路の3D都市モデルを自動生
成するシステムを開発。

効率的な３D都市モデル生成プロセスとインフラ設備を包
括的に管理可能なシミュレーションアプリを開発し、高速道
路の点検・保全業務の高度化を図る。

Point

動画（開発システム）
（60s以内にサマリーしたものをMP4形式で出力しPPT内に張り

付けること）
17.78m*10cmを変更しないこと

画像（開発システム）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

画像（実証風景）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

スコープ

インフラ管理

高密度点群データをもとに、点群を自動分類するセマン
ティックセグメンテーション機能と構造物のサーフェスモ
デルを自動生成するアルゴリズムの2つの手法を開発。

作成した3D都市モデル（LOD3道路モデル・橋梁モデ
ル・トンネルモデル）をArcGIS上で統合し、高速道路の
点検支援用シミュレーションアプリを構築。

高密度点群データから高速道路の３D都市モデルを半自
動的に生成するプロセスを開発することで、高速道路管
理に必要なデータ整備コストを低減。

従来のCADや3次元点群データに比べて地理座標を保
持し、データ容量の軽い3D都市モデルを活用した道路
点検アプリケーションを提供することで、広範囲にわた
るインフラ設備を包括的に管理することができる。

ソリューション
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市民協働による樹木管理DX （UC23-14/レポート）

開発：東邦レオ株式会社、Pacific Spatial Solutions株式会社、株式会社バイオーム 協力:仙台市

3D都市モデル（植生モデル）を活用し、公園樹木のデータ
ベースを整備。これを用いた管理台帳システムを開発。

市民が参加するイベント形式で樹木調査を行う仕組みを構
築することで、樹種や腐朽菌の有無なども含めた台帳情報
の収集や市民参加型の樹木管理を実現。

Point

画像（開発システム）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

画像（実証風景）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

スコープ

3D都市モデル（植生モデル）を活用した樹木データベー
スシステムを開発。スマホアプリと連携することで、樹木
の写真や情報をクラウドソーシング型で収集する仕組み
を構築。

クラウド環境で樹木情報の管理や集計を可能とし、管理
業務の発注やCo2吸収量算定等に活用。

環境・エネルギー

ソリューション

台帳整備やデータ化に課題のあった公園樹木について、
3D都市モデル（植生モデル）のデータを用いることで標
準的なデータベース化を可能とし、体系的な樹木情報の
管理を実現。

公園樹木の管理に必要となる幹周や樹高等の計測情報
は3D都市モデルから取得しつつ、樹種やCo2吸収量等
は判読AIを搭載したスマホアプリから収集する仕組みと
することでクラウドソーシング型の情報収集ができる。
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UC24-16 BIM モデル及び地下埋設物モデルを活用した都市開発支援システムの開発

都市計画・
まちづくり

エリマネ インフラ管理 CesiumJS GIS

ユースケースのメインビジュアル
17.78m*10cm（16:9）を変更しないこと

ユースケースイメージ①
（システム・実証）

8.8cm*5.83cm
を変更しないこと

ユースケースイメージ②
（システム・実証）

8.8cm*5.83cm
を変更しないこと

地下埋設物の設備工事における施工記録では、設備の写真や手書きによ
る施工内容を帳票として作成しているため、施工記録から設備管理デー
タ（マスターデータ）を更新する効率的な手法が確立されていない

インフラ設備の施工管理や維持管理における点検では、設備の写真を撮
影しその情報に施工内容や点検結果を帳票として作成しているため、こ
れらの帳票と3D都市モデルを連携させる技術が確立されていない

事業者による自律的かつ継続可能な3D都市モデルの差分更新手法を
確立し、事業者間の連携や情報共有に必要な高鮮度なデータを維持する
ための機能や環境を構築する

事業者による点検結果の記録・管理の標準化を目指し、点検結果と3D
都市モデルの連携方法を確立し、連携時の管理項目を整理する

水道管・電力ケーブル等の地下埋設物の3D都市モデルと連携した、3次
元計測を行うツール及び、計測結果からデータ更新するツールを開発す
ることにより、以下を実現する

施工後の事務所内作業を軽減し、設備管理データの更新を効率的に作
成可能にすることで技術者不足への対応

私有地内インフラ設備の維持管理業務を含む、ビル設備の点検や修繕等
の施工記録等において、関係事業者の業務品質向上

解決する課題

スコープ

ソリューション

インフラ設備の維持管理を支える技術者不足及びインフラ設
備の維持管理業務量増加の社会問題を解決

地下埋設物3次元計測ツール及び計測結果からデータ更新す
るツール（地下埋設物モデル化支援ツール）を開発

対象地域：東京都中央区、愛知県名古屋市、大阪府大阪市

Point

（NTTｲﾝﾌﾗﾈｯﾄ、日建設計、日建設計総合研究所、日建設計ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）
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都市構造シミュレーション v2.0 (UC23-07/レポート)

開発：一般財団法人計量計画研究所、国際航業株式会社 協力:栃木県宇都宮市、宮城県仙台市 51

GUI上でノーコードで扱える都市構造シミュレーションア
プリケーションを開発。

非エンジニアの自治体職員等が、都市の構造を簡便にシ
ミュレーションし政策検討等に活用することが可能な環境
を提供。

Point

動画（開発システム）
（60s以内にサマリーしたものをMP4形式で出力しPPT内に張り

付けること）
17.78m*10cmを変更しないこと

画像（開発システム）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

画像（実証風景）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

スコープ

インプットとシミュレーションの実施、3D可視化をGUI
上の操作で完結させる汎用アプリケーションを開発。

特に複雑な演算処理が必要だったインプットデータの整
備（建物モデルの高さ・用途等の情報や都市計画情報モ
デルなどの3D都市モデルと人口、交通等のデータを組
み合わせる処理）を自動化することで汎用性を強化。

都市計画・
まちづくり

ソリューション

ArcGISのツールボックスを用いてアプリケーションを
構築することで、自治体職員が専門家の支援を必要とせ
ずに、多様なシナリオをノーコードで設定しシミュレー
ションできる。

シミュレーション結果の可視化機能により、コンパクト・
プラス・ネットワークなど複雑な施策の影響を直感的に
把握可能とし、庁内や住民への説明に活用。
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UC24-18 景観まちづくりツールの開発（シナスタジア）

都市計画・
まちづくり

シミュレーション Unity

ユースケースのメインビジュアル
17.78m*10cm（16:9）を変更しないこと

ユースケースイメージ①
（システム・実証）

8.8cm*5.83cm（16:9）
を変更しないこと

ユースケースイメージ②
（システム・実証）

8.8cm*5.83cm（16:9）
を変更しないこと

従来、地方公共団体では、保全・形成すべき区域や基準を定めた景観計
画策定にコストや難易度の観点から2D図面を利用しているが、施策効
果をイメージしづらく、景観協議において合意形成に時間を要する

デベロッパーなどの民間事業者は、パースなどを利用して景観計画との
整合性を説明してきたが、対象建物以外の周辺環境に与える影響の説明
が難しく地域住民の理解を得るまでに多大な労力を要する

3D都市モデルを活用し、不動産開発が都市景観に与える影響の評価や、
任意の景観規制の適用が可能な３Dの景観シミュレーションツールを開
発する

3Dモデルの取り扱いに慣れていない地方公共団体の職員でも利用可能
なUI/UXや、景観の再現度を高めるアセット配置機能、様々な地理空間
情報を重畳表示するためのGISデータ読み込み機能などを実装する

景観計画検討、立案、効果検証、影響予測などにおいて具体的な将来ビ
ジョンのイメージを共有しながら様々なステークホルダーとの解像度の
高い検討や合意形成が可能になる

本ツールを用いた新たなまちづくり手法によって、地方公共団体の景観
計画策定、景観協議における合意形成の効率化を実現する

解決する課題

スコープ

ソリューション

3D都市モデルを使った3Dでの景観シミュレーションにより、
景観計画の策定支援を行う景観まちづくりツールを開発

景観計画策定業務におけるステークホルダー間の合意形成の
円滑化や景観計画の品質向上を図る

Point

デジタルツイン 可視化
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XR技術を活用した市民参加型まちづくり v2.0 （UC２３-０8/レポート）

開発：株式会社ホロラボ、株式会社日建設計、株式会社日建設計総合研究所、東京都立大学 饗庭伸研究室 協力:八王子市、カミハチキテル53

3D都市モデルとXR技術を組み合わせた、まちづくりワー
クショップを運営するシステムを開発。

複雑な都市開発を直感的に理解可能にし、まちづくりへの
市民参加を促進。関係者間の議論の活性化を実現。

Point

動画（開発システム）
（60s以内にサマリーしたものをMP4形式で出力しPPT内に張り

付けること）
17.78m*10cmを変更しないこと

画像（開発システム）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

画像（実証風景）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

スコープ

ウェブ上で3D都市モデルやコンテンツを管理するため
の「torinome Web」と、これと連携するまちあるきア
プリ「torinome AR」、アイデア創出用卓上カードゲー
ム「torinome Planner」を開発。

ワークショップ運営のための管理者ツールを開発し、準
備や事前事後データ管理を可能とする汎用環境を実現。

都市計画・
まちづくり

ソリューション

八王子市北野と広島市相生通りで市民参加型のワーク
ショップを開催。システムを用いることで、自治体やエリ
マネ団体の計画の可視化とワークショップで得たフィー
ドバックをデータ化し、議論を発展させることができる。

システムを用いて様々な意見やアイディアを可視化し、
都市計画に関わる全ての人々の関心と理解度を高め、
ステークホルダ間のコミュニケーションを活性化させる
ことができる。
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タンジブルインターフェースを活用した住民参加型まちづくり等 （UC23-09/レポート）

開発：インフォ・ラウンジ株式会社、株式会社山手総合計画研究所、サイバネットシステム株式会社 協力:横浜市、CodeforYOKOHAMA 54

動画（開発システム）
（60s以内にサマリーしたものをMP4形式で出力しPPT内に張り

付けること）
17.78m*10cmを変更しないこと

画像（開発システム）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

画像（実証風景）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

都市計画・
まちづくり

タンジブルインターフェースを活用し盤面上で模型を操作
することで、VR空間上に景観や空間配置を即座に再現す
るシステムを開発。

可搬性・汎用性を強化し、住民参加型ワークショップなどで
行政と市民の双方向のコミュニケーション活性化を図る。

Point

スコープ

「駒」を盤面に置くことで3D都市モデルや様々なオブ
ジェクトをVR都市空間へ反映するタンジブルインター
フェース活用システムを開発。誰でも簡単に都市空間を
編集できるまちづり支援ツールを実現。

システム筐体の小型化や一部機能のクラウド化を実現す
ることで、全国展開可能な汎用的なシステムとして構築。

ソリューション

本システムを活用することで、専門家ではない住民も含
め、行政や学識など幅広い関係者がまちの未来につい
て様々なスケールで議論し、議論の結果を即座に可視化
することができる。

まちの将来像について明確なイメージを共有可能とする
ことで、関係者が多岐にわたるまちづくりにおける議論
の解像度を高めることができる。
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ゲーミフィケーションによる参加型まちづくりv2.0 （UC23-12/レポート）

開発：パナソニックコネクト株式会社、パナソニック株式会社 協力:茨城県鉾田市

都市シミュレーションゲーム（Cities:Skylines） の機能を
拡張し、３D都市モデルのインポートや直感的に操作可能な
オプション機能を付加したまちづくり検討ツールを開発。

簡易かつ効率的にまちづくりのイメージ共有が可能となり、
まちづくりへの市民参加促進や政策論議の活性化を図る。

Point

動画（開発システム）
（60s以内にサマリーしたものをMP4形式で出力しPPT内に張り

付けること）
17.78m*10cmを変更しないこと

スコープ

本システムを活用することで幅広い属性・世代を対象と
した市民参加型まちづくりワークショップが開催可能と
なり、まちづくり検討に対する議論を活性化することが
できる。

自治体内のまちづくり検討業務についても、より効率的
に検討結果のイメージの共有や意見の反映が可能とな
り、新たなまちづくり検討手法として活用することがで
きる。

ソリューション

「Cities: Skylines」をフレームワークとしたまちづくり
検討ツールの実現に向けて、３D都市モデルをインポート
可能とするMODを開発。

ユーザビリティを向上するため、オプションメニューの機
能を拡張し、インポートする3D都市モデルの指定や座
標・標高等に関する各種パラメータを一つのオプション
ウィンドウ内で設定可能なUI/UXを構築。

市民参加・教育

55



Copyright © 2021 by MLIT. All rights reserved.

開発許可のDX v2.0 (UC23-06/レポート)

開発：アジア航測株式会社 協力:長野県茅野市、スワテック建設株式会社 56

3D都市モデルを活用し、開発申請地の都市計画や前面道
路の判定や必要な申請などを自動案内する開発許可申請
システムを開発。

申請をデジタル化することで従来の属人対応を解消し、自
治体の業務効率化を実現。

Point

動画（開発システム）
（60s以内にサマリーしたものをMP4形式で出力しPPT内に張り

付けること）
17.78m*10cmを変更しないこと

画像（開発システム）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

画像（実証風景）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

スコープ

開発許可に関する事前相談手続きの必要有無の案内か
ら、申請書類を添付した事前相談、行政担当者の回答受
領までをオンライン上で実現するシステムを開発。

3D都市モデル （道路モデル）を用いた開発申請地の前
面道路・道路幅員の自動案内機能を開発し、前面道路に
関する行政担当者への窓口相談をシステムへ代替。

都市計画・
まちづくり

ソリューション

都市計画決定情報モデルや道路モデルなどの3D都市モ
デルを活用することで、開発許可申請に必要な事前手続
きを自動案内する汎用システムを提供。

開発許可手続きに必要な書類管理、事前相談回答対応
をシステムに移管・蓄積する仕組みとすることで、事業者
が事務所で事前相談を完結でき、かつ行政担当者の属
人化対応を解消できる。
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グローバルにローンチされている「ANA GranWhale」ア
プリのプラットフォームに、京都市の3D都市モデルを利用
したメタバース空間を構築する手法を開発。

コンシューマ向けメタバースサービスの提供により、歴史的
建造物や街並みの価値の発信を図る。

Point

画像（開発システム）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

画像（実証風景）
8.8cm*5.83cmを変更しないこ

と

歴史・文化・営みを継承するメタバース体験の構築 （UC23-23/レポート）地域活性化・観光

ソリューション

3D都市モデルを活用して歴史的建造物や街並みの価値
を発信するメタバース体験を提供し、観光促進や地域
活性化を図る。

3D都市モデルの利用により、安価かつ効率的なメタ
バース空間構築手法の開発を実現。

スコープ

写真の解像度で写真のデータ容量のまま3D空間を作成
可能なReal in Virtual技術により、3D都市モデルを
活用したスマホ向けの軽量かつ高精度なメタバース空間
構築技術を開発。

ガイドのキャラクターや紹介する店舗等の情報を組み合
わせてバーチャル観光コンテンツを開発、アプリに実装。
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3D都市モデルとBIMを活用したモビリティ自律運航システム（ドローン）v2.0 （UC23-17-1/レポート）

開発：株式会社竹中工務店、株式会社センシンロボティクス 協力:大阪府堺市 58

3D都市モデルとBIMの統合マップを利用し、 LiDAR、
GNSS、ビジュアルイナーシャルオドメトリを活用した自己
位置推定によってドローンの自律運航を実現。

「SENSYN CORE Pilot」を活用したドローンオペレー
ティングツールを開発し、より直感的なUI/UXを実現。

Point

スコープ

本システムを活用することで、空間をシームレスに移動
可能な自律運航型ドローンシステムを構築し、都市部・屋
内外を飛行する輸送ドローンを実現することができる。

オペレーティングシステムを活用し、直感的なルート作成
や飛行指示・制御を実現することで、技術力に依存しな
い安定的なドローンオペレーションを提供できる。

モビリティ・
ロボティクス

ソリューション

3D都市モデルから作成した地図を利用し、LiDARによ
る点群マッチング、GNSS測位、ビジュアルイナーシャル
オドメトリ（カメラ画像の位相差による移動量推定）を統
合・相互補完するドローン自己位置測位技術を確立。

３D都市モデルを用いた直感的なルート設計や、ドロー
ンオペレーションを可能とするインターフェースを開発。
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FY2024 Project PLATEAU

PLATEAUウェブサイトでは進行中のPJから過年度のPJまで、
Project PLATEAUによる多様なユースケース開発レポートが閲覧可能

「PLATEAU Technical Reports」では、終了したユースケース開
発の技術的なナレッジをまとめたドキュメントを公開している

https://www.mlit.go.jp/plateau/libraries/

https://www.mlit.go.jp/plateau/
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04. オープンイノベーション施策

PLATEAU VIEWの概要

PLATEAU VIEWは、当初は単なるWebGISのフロントエンドアプリとして、3D都市モデルの可視化環境としての役割を担ってきた（v1.1）。

他方、全国で3D都市モデルのデータ整備が進む中、膨大なデータの保存、品質検査、変換処理、配信等を手作業で行う限界が明らかとなり、
FY2022のPLATEAU VIEW 2.0開発では、バックエンド側の処理を担う管理アプリとしてPLATEAU CMS/Editorを開発した。

VIEW 2.0では、データ整備者がノーコードで扱うことができるコンテンツ管理システム（CMS）を導入。これにより、膨大なデータの中央集
権的管理を実現。データの登録から保存、検索、品質検査、変換、配信、オープンデータ化、サードパーティとのAPI連携等の各種処理をウェブ
上で自動処理している。

61
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PLATEAU SDK for Unity/Unreal

『PLATEAU SDK for Unity/Unreal』は、Unity及
びUnreal Engine5内でPLATEAUの3D都市モデル
を使用するためのオープンソースツールキットとして、国
土交通省が開発したソフトウェアです。

『PLATEAU SDK』を使用することで、PLATEAUの豊
富な3D都市モデルデータをゲームエンジンプロジェクト
へインポートすることができ、現実世界のアプリケーショ
ンや都市シミュレーションを簡単に開発できます。

正式版となるver1.0.0は2023年2月28日にリリース
され、多くのメディアやSNSで取り上げられるなど反響
を呼びました。

63

https://github.com/Project-PLATEAU/PLATEAU-SDK-for-Unity
https://github.com/Project-PLATEAU/PLATEAU-SDK-for-Unreal
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開発ナレッジの共有❘
PLATEAUの認知が拡大し、企業、大学等のコミュニティが形成されていくなか、実際に3D都市モデルを活用したソリューション開発を行いたい
という意欲を持つ主体も増えてきている。
他方、上流工程における開発意欲を実際にプロダクトに落とし込むためには、技術者が利用可能なリファレンス（参考資料）が必要。
PLATEAUの技術者コミュニティの協力を得て、培われた開発ナレッジを技術チュートリアルとしてドキュメント化し広く公開することで、3D都市
モデルを「実際に使える」データとしていく。

技術チュートリアルの提供

64

チュートリアル記事の作成・公開 ハンズオン動画の製作・公開（PLATEAU Hands-on）
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開発ナレッジの共有❘チュートリアル記事

技術チュートリアルの提供

65

TOPIC 18｜Unityで都市を爆走するミニゲームを作る

PLATEAU SDK for Unityを使って好きな都市の3D都市モデルをUnityにイン
ポートし、車で地物にぶつかりながらスコアを稼ぐミニゲームの制作方法を紹介した。
地物の属性情報を活用したスコア配分や衝突した際のエフェクトの設定方法も含ま
れており、PLATEAUのデータを使ったゲーム制作をしたいユーザーに役立つ内容
となっている。

執筆：鈴木智貴（株式会社シナスタジア）

記事①：https://www.mlit.go.jp/plateau/learning/tpc18-1/
記事②：https://www.mlit.go.jp/plateau/learning/tpc18-2/

TOPIC 21｜QGISを用いた災害リスク情報の可視化と分析

オープンソースのGISであるQGISを使って、PLATEAUの3D都市モデルを分析する方法を紹
介した。実例として、「山林」「住宅用地」などの土地利用現況ごとの面積を求めたり、浸水想
定区域や土砂災害警戒区域の可視化、そして、建築物から避難所までの直線距離を求め
たりする方法を解説している。

執筆：久納敏矢（株式会社MIERUNE）

記事①：https://www.mlit.go.jp/plateau/learning/tpc21-1/
記事②：https://www.mlit.go.jp/plateau/learning/tpc21-2/
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04. オープンイノベーション施策

広がるビジネス活用

アップフロンティア株式会社❘Diorama Vision 株式会社大林組❘データ・システム連携基盤を活用した施工管理システム 株式会社Bfull❘風洞実験用都市模型製作サービス

株式会社コルク❘BIM/CIM共有クラウドサービス「KOLC＋」（NETIS登
録）

東急不動産株式会社❘デジタルツインを活用したオンライン商談 株式会社GEOTRA/大成建設株式会社❘GEOTRA Activity Data

66
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04. オープンイノベーション施策

エンターテインメント領域での活用拡大

Niantic❘Pokémon GO等（OpenStreetMapを通じてインポート）

ANA NEO株式会社❘バーチャル旅行プラットフォームアプリ「ANA 
GranWhale」

MAN WITH A MISSION×milet「絆ノ奇跡」Music Video 東邦特撮❘『ゴジラVSガイガンレクス』

noiz/STYLY❘AIR RACE X 円谷プロ ❘ウルトラマンブレーザー THE MOVIE 大怪獣首都激突

67
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PLATEAU NEXTは、PLATEAUの実装フェーズを加速させるための一連の開発者コミュニティ育成施策。

アプリコンテスト、ライトニングトーク、ハッカソン、ハンズオン、ピッチイベント、アクセラレーションプログラム、子ども向けイベ
ントなど、様々な切り口でPLATEAUのデータに触れ、アプリケーションを開発する機会を提供。

2023年のPLATEAU NEXTは全国で29回開催され、延べ参加者数は2000名以上。
各地で開催される様々なイベントは相互に関連。
年間を通してPLATEAUへの理解を深め、開発ナレッジを蓄積します。

開発者のコミュニティを醸成し、実装のきっかけ作りを進めたことで、
2023年も様々な領域のエンジニアやクリエイター、プランナーが自らの技術と3D都市モデルのデータを組み合わせ、
新たな価値を生み出してきました。

https://www.mlit.go.jp/plateau-next/
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０5． コミュニティ形成

「NEXT」をきっかけとして、様々なアイディアが実際のプロダクトとして開発されている。

29
（主催 17/協力 12）

イベント数

約2,150人
現地参加約650人
オンライン視聴約1,500人

延べ総参加者数

約200プレゼン発表数

10地域で開催
（東京／仙台／浜松／京都／堺／広島／香川／松山／
福岡／茅野）

実施地域

主な参加者 開発者

ビジネス

学生

地域

個人、企業など

大企業、スタートアップなど

研究者、研究室、小中学生、高専・大学生など

地方公共団体、地域住民、シビックテックなど
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０5． コミュニティ形成

PLATEAU AWARD 2023
オープンデータである3D都市モデルのまだ見ぬ可能性を引き出すための開発コンテストとして開催。
年間で作品を募集し、昨年度は50以上の応募作品から最終選考に残った12作品がプレゼンを披露。
高レベルかつ多様な形で3D都市モデルの優れた開発成果が披露され、多数の関係者・観覧者に共有された。

https://www.mlit.go.jp/plateau-next/award/

PLATEAU AWARD 2023 PV

PLATEAU AWARD 2023 FINALIST INTRODUCTION MOVIE
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文教大学情報学部情報システム学科川合康央研究室 佐賀大学理工学部理工学科都市工学部門中大窪/草場研究室 全国高等専門学校デザインコンペティション（PLATEAU×地方創生をテーマに開
催）

東京大学工学部/工学系研究科でPLATEAUの通年講義を開講 東京大学大学院情報学環・学際情報学府相澤清晴研究室 「Project PLATEAU ブートキャンプ for Women’s University Students 2023」
主催❘WUSIC（女子大学生ICT駆動ソーシャルイノベーションコンソーシ
アム）

０5． コミュニティ形成

アカデミズムのコミットメント拡大

72
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０5． コミュニティ形成

50回以上の講演・登壇

Spatial Planning Platform ＠バリクパパン FOSS4G ASIA 2023 ＠ソウル 3D GeoInfo 2023 ＠ミュンヘン ASIA-PACIFIC GEOSPATIAL FORUM ＠バリ ヒマラヤ開発会議 ＠インド・ナイニター
ル

Japan Empowerment Summit 2023 日経メタバースコンソーシアム SOCIAL INNOVATION WEEK 2023 Unity産業DXカンファレンスFOSS4G 2023 ＠コソボ・プリズレン
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０5． コミュニティ形成

多数のメディアに掲載され、PLATEAUの認知拡大

TOKYO MX「クラウドダンディ」 NHK高校講座「情報Ⅰ」第15回シミュレーションで見える世界 日本テレビ「超無敵クラス」

CEDEC AWARD 2023ビジュアルアーツ部門優秀賞（2023.8） 4Gamer.net 日本最大級の総合ゲーム情報サイト 3D都市モデル PLATEAU 公式ファーストガイド
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06. エコシステム構築

設立概要

活動の目的

設立の背景

活動内容

団体名
PLATEAUコンソーシアム
（正式名称:3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化促進に関する産学官連携協議会）

• 産学官の連携を更に促進することで、3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化のエコシステムを構築する。

• 2020年度に設置された「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」は、産学官連携の場として「スマートシティ官民連携
プラットフォーム」配下の分科会として設置され、都市局が事務局を担ってきた。

• 他方、プラトーの取組みは4年目を迎え、データ活用の技術や産業領域はスマートシティの枠組みを超えて拡大している。

• また、当初は国土交通省のリーディング・プロジェクトとしてスタートしたプラトーは、徐々に企業、大学等の民間団体が地方公共団体や政府と
フラットに連携して進める取組みに移行しつつある。

• プラトーのエコシステム構築をさらに促進していくため、産学官の連携の場も民間がイニシアティブを持つ自律的な取組みとすべく、
分科会を改組し「PLATEAUコンソーシアム」を設立する。

• 幅広い事業者・団体から会員を募り、産学官の技術開発やユースケース開発の成果報告などの情報共有やコミュニケーションを支援

• ユーザー（事業会社や自治体）のニーズとソリューションカンパニー（ベンダーやコンサル）や大学・研究機関のシーズのマッチングを促進

• プロジェクト活動によって生まれた成果物（データ・OSS等）の共有、発信、相互活用の促進

• 技術開発やユースケース開発、データ利用環境整備等の今後の取組の方向性についての討議
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06. エコシステム構築

PLATEAUコンソーシアムの構成

アドバイザリーボード
（有識者会）

協議会

主催

参加

運営協力

一般社団法人 社会基盤情報流通推進協議会
(事務局長：東京大学 空間情報科学研究センター センター長 関本義秀 教授)

地方公共団体/民間企業/大学・研究機関/関係省庁

国土交通省都市局

ワーキンググループ ※必要に応じて設置

例） 自治体WG

概要

参加

自治体の課題の討議、
ニーズを踏まえたマッ
チング支援等

公共ユーザー部門/
ソリューション部門 等

例） ビジネスWG

民間ユーザー部門/
スタートアップ部門/
ソリューション部門 等

例） 標準化検討WG

デベロッパー部門/
アカデミック部門 等

参加 参加

概要
民間の課題の討議、
BtoBマッチング支援、
スタートアップ支援等

概要
国際標準規格CityGML
の国内普及、国際貢献
に向けた討議等
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06. エコシステム構築

会員概要

民間ユーザー部門
PLATEAUのソリューションを用いたビジネス創出、
ビジネス改善、DX等に関心のある民間団体

公共ユーザー部門
PLATEAUのソリューションを用いた地域の課題
解決、政策改善、DX等に関心のある公共団体

スタートアップ部門
PLATEAUを用いた新規事業創出等に関心のあ
るスタートアップ

グローバル部門
PLATEAUのデータやソリューションの海外展開や
これを用いた海外都市開発等に関心のある団体

アカデミック部門
PLATEAUを用いた教育、研究、学生活動等に
関心のある学識者又は団体

ソリューション部門
PLATEAUのデータを用いた新たなソリューション
開発やビジネスモデル創出等に関心のある団体

インベスター部門
PLATEAUを用いたビジネスシーズを投資機会等
としたい個人又は団体

デベロッパー部門
PLATEAUのデータ整備に関する技術開発や品
質改善等に関心のある団体

公共

民間

学識

会員部門

分類 部門
• PLATEAUコンソーシアムでは、会員の多種多様な関心によ

り解像度高く応えるため、新たに「会員部門」制度を設けます。

• 入会を希望される際には、８つの部門から自らの関心領域を
選択していただきます。

• コンソーシアムでは、部門ごとに適した会議体やイベント等を
実施予定です。

• 例えば、地方自治体の課題を解決するために、課題の主体で
ある「公共ユーザー部門」と解決策提供主体である「ソリュー
ション部門」からなるニーズ・シーズのマッチングイベントを実
施することなどを予定しています。
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07. 今後の展望

PLATEAUの目指すエコシステム

3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化が
自律的に発展していく「エコシステム」の構築を目指します。

3D都市モデルを活用した魅力的なサービスを開発し、これを社会に実装していくこと
で、都市生活のWell-Being（一人ひとりの多様な幸せ）を実現していくことが重要。

ためには、国のみがイニシアティブをもった取組みでは不十分。産学官のプレイヤーが
それぞれイニシアティブを持ち、持続可能な形で3D都市モデルの整備・活用・オープン
データ化にコミットしていく必要がある。

このため、国、地方公共団体、企業、大学等の研究機関、地域コミュニティなどのプレイ
ヤーそれぞれの役割を明確化し、持続的に役割を果たしていく体制構築が必要。

次期PLATEAUでは、Phase02として、産学官が連携してPLATEAUを推進してい
く新たな体制＝PLATEAUエコシステムの構築を目指していく。

国は、Phase01で実施してきた基幹的施策を継続・拡充しつつ、各主体がイニシアティ
ブを持ちそれぞれの役割を果たしていけるよう、環境整備施策を推進していく。

データ・カバレッジ
拡大

ユースケース
開発

コミュニティ
形成

国によるPLATEAUを駆動させていくための基幹的施策

サービス実装
地域のデジタル

ケイパ向上
オープン・イノベー

ション創出

国による各主体の役割を円滑化・促進する環境整備施策

+

エコシステム構築

3D都市モデルのデータ整備、
オープンデータ化、

行政サービスの社会実装 等

3D都市モデルを活用した
新たなサービスの社会実装 等

3D都市モデルを活用した
イノベーション創出、

地域のデジタルケイパビリティ向上 等

基幹的施策＋環境整備施策

サービス実装
地域の
デジタルケイパビリティ向上

データカバレッジ拡大

コミュニティ形成ユースケース開発

市民

イノベーション企業 地域コミュニティ

国

地方公共団体

サービス実装

地域の
デジタルケイパビリティ向上サービス実装

オープンイノベーション創出

都市生活のWell-Being（一人ひとりの多様な幸せ）の実現

80
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都市空間情報デジタル基盤構築支援事業

コミュニティ形成データ・カバレッジ拡大

モデル整備作業の自動化・
効率化、データ形式標準
最新化に向けた実務検討

ユースケース開発

防災、暑熱対策ユースケー
ス開発、外部機関との連携
強化、開発ツールの汎用化

ナレッジ共有やネットワーキ
ングのためのコミュニティ形成、
若年層へのアプローチ強化

地域のデジタルケイパ向上

自治体業務でデータが活用
できる人材の育成、地場企
業へのモデル整備技術普及

民間/自治体での実装

実装レベルのサービス開発・
事業化・提供の促進、ニー
ズシーズマッチングの支援

オープン・イノベーション創出

新技術開発やデータ利用環
境向上、初心者向けデータ
処理技術のOSS開発

国によるPLATEAUを駆動させていくための基幹的施策

国による各主体の役割を円滑化・促進する環境整備施策
+

産学官連携によるエコシステム構築

1 2 3

4 5 6

自律的な実装を推進する、国、地方公共団体、産業界、研究機関の連携体制の構築

整備都市拡大のための効率化やBIM等との連携を
推進し、標準仕様CityGML3.0への転換も検討。

都市空間情報デジタル基盤構築調査

補助対象事業

補助率等
通常タイプ 定率1/2
早期実装タイプ 上限1,000万円

定額補助※
※早期に課題解決や新たな価値創造が
図られる事業（事業初年度に限る。）

地域への実装イメージ

+

補助対象の拡大

地方自治体のニーズに応じた補助事業
者等の拡充
広域連合や一部事務組合等の特別
地方公共団体や間接補助による整備・
活用

民間向け補助事業の創設
民間主体の３D都市モデルを活用し
た取組を後押しする「民間サービスタ
イプ」を創設

３D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化を推進するための地方自治体への支援

民間サービス等への実装領域拡大
+

自治体へ3D都市モデルを活用した課題分析や政策
検討の研修、地場企業へモデル整備研修を実施。

3D都市モデルの整備に関する事業
３D都市モデルの整備・更新、3D都
市モデルの整備等に必要な元データ
の整備等、作成データを可視化する
ためのシステム導入・改修等

3D都市モデルの活用に関する事業
３D都市モデルを活用したユース
ケースの実装に必要な分析・シミュ
レーションやアプリ開発、政策活用等

3D都市モデルの整備・活用・オープン
データ化推進事業
専門家派遣やワークショップ・ピッチイ
ベントの開催、関連情報のデジタル化
やGISシステムの導入・改修等

3D都市モデルをマインクラフトデータに変換し、
子どもたちなどが自由な発想でまちづくりを検討
するアイデアコンペを実施（香川県高松市）

データ・カバレッジ拡大 地域のデジタルケイパ向上

Project PLATEAUでは、2020年から全国で3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化を推進している。

本プロジェクトは５年目を迎え、実装フェーズへ移行したことを踏まえ、3D都市モデルの整備・活用の更なる効率化・汎用化や、防災、暑熱対策
等の社会的必要性が高い分野におけるユースケースの開発といった基幹的施策を重点的に進める。また、2027年整備目標500都市に向けて
地方自治体における3D都市モデル整備等への支援を拡充しつつ、民間サービス実装等へ支援対象を拡大する。

■令和7年度に向けて
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07. 今後の展望

3D都市モデルの整備・オープンデータ化 3D都市モデルのユースケース開発 3D都市モデルの整備・活用ムーブメントの惹起

機動的で機敏なまちづくり

中長周期のまちの静的なデータに、人
の流れなどの短周期の動的なデータを補
完することにより、都市活動の状況をよ
り精緻に再現・予測（シミュレーション）。

最新技術も活用し、機動的で機敏なま
ちづくりを実現。

全体最適・持続可能なまちづくり

3D都市モデルをプラットフォームデー
タとして防災、環境、交通等の多様な都
市課題をサイバー空間上で一体的に分析
し、フィジカル空間にフィードバック。

総合的な構想・計画に基づいた、全体
最適・持続可能なまちづくりを推進。

人間中心・市民参加型のまちづくり

3D都市モデルが可視化する具体的で精
緻なまちの現状・将来パターンを、一部
の専門家でなく市民レベルに共有。

課題を市民目線に落とし込み、多様な
主体の知恵・思いを詰め込んだ参加型、
実験型のまちづくり。

まちづくりDX

都市デジタルツイン実現の先に
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民間ビジネスへのPLATEAU活用を促進します！
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次年度プロジェクトに対する意見を募集します！（～11月１日）

報道発表資料：都市デジタルツインの実装モデルの整備・
活用・オープンデータ化を推進するための情報提供依頼
（RFI#2）を実施<br>～来年度のProject PLATEAU
事業に対する意見を募集します～ - 国土交通省
(mlit.go.jp)
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国内外の展示会へ出展します！（今年度の予定）

開催地期間イベント名

スペイン、バルセロナ2024/11/5～7Smart City Expo World Congress 2024

ブラジル、ベレン2024/12/2～8FOSS4G 2024 

東京ビッグサイト2025/1/30G空間EXPO 2025（シンポジウム開催）

告知
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• 2024年度のPLATEAUは、実証フェーズを超え、
本格的な社会実装のフェーズに入りました。
この動きを加速させるため、アプリコンテス
ト、ライトニングトーク、ハッカソン、ハン
ズオン、ピッチイベントなど様々な切り口で
開発者コミュニティにおける実装のきっかけ
作りを進めていきます。 様々な領域のエンジ
ニアやクリエイター、プランナーが自らの技
術と3D都市モデルのデータを組み合わせ、新
たな価値を生み出すことを期待しています。

• 今年も年間を通して様々なイベントを実施し
ておりますので、奮ってご参加ください！

86

告知

PLATEAU NEXT 2024 各種イベント 参加募集中！

PLATEAU NEXT (mlit.go.jp)
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• 今年度の各種開発イベントの集大成として、国土交通省が主催する3D都市モデルの開発コンテストを開催予定。ぜひ応募ご検討を！

87

告知

PLATEAU AWARD 2024 本エントリー募集中！

PLATEAU NEXT | AWARD 2024 
(mlit.go.jp)
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告知

PLATEAUアカデミー 3D都市モデル作成コース （満席、１２月動画公表予定）

• 対面講座の日程

PLATEAUアカデミー | (一社)社会基盤情報流通推進協議会
(aigid.jp)
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告知

PLATEAUコンソーシアム加入随時受付中！

PLATEAUコンソーシアムHP
URL：https://www.mlit.go.jp/plateau/consortium/

コンソーシアム/分科会の
会議資料・議事概要を掲載

入会手続きを掲載
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@ProjectPlateau

PLATEAU NEXT 2024

PLATEAU FAQ

開発に関する質問や成果物の共有などはSlackにあるPLATEAUコミュニティで行うことができます。
参加を希望される方は公式メールアドレス（hqt-mlit-plateau@ki.mlit.go.jp）にご連絡ください。

Slack PLATEAUコミュニティ
90

告知

PLATEAU Webサイト、Twitter、YouTube、Slackコミュニティにて最新情報発信中！
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https://www.mlit.go.jp/plateau/


